















































































（ 2 ）　ロールズ自身は別の論文では、自分の仕事のテーマを distributive （＝ social） 
justice に関わるものと自覚し、正義の全体をカバーするものでないことを自認し




















































































































































































































































































































　（ 3）道徳感情論（theory of moral sentiment）は、イギリスの、シャフ
ツベリー（Lord Shaftesbury、1671─1713）、ハチソン（Francis Hutcheson、
1694─1746）、アダム・スミス（The Theory of Moral Sentiments、1759）、ドイ

























































































































40　　早法 90 巻 3 号（2015）
















































































































































































































































すること）と 1 人の快との比較、換言すれば 1 人の不快（死亡すること）と
5 人の不快との比較となり、Ⅱの場合は 3 人の快（生存すること）と 0 人













48　　早法 90 巻 3 号（2015）
　次に、近代の理性道徳に立つ公平な第三者が判断すると、人間の尊厳性

































































































ゴルフというスポーツの重要な構成要素か（Is walking essential to the game 
of golf?）どうかである。これは事物のもつ論理


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































78　　早法 90 巻 3 号（2015）
　 3 人は、笹倉の言う正義の 3 構成部分のうちの、それぞれただ一つに特
化して議論しているのに、正義の全体を論じているかのように思い込んで
いるのだ。どうしてこういう議論の仕方が共通に見られるかと言えば、正
義が全体としてどういう構造にあるかが、とらえられていないからであ
る。
　正義は、最終的には真・善・美・聖等の価値に基底されている。それら
の価値はきわめて多様であるから、ロールズ的リベラリズム、「美徳」の
コミュニタリアニズム、リバータリアニズム、「正義の普遍主義的要請」
などの、一つの観点からの切り口ですべての関係事項を包摂しうる性質の
ものではない。したがって正義論では、そのような切り口の一つに固執し
た体系構築を構想するのではなく、サンデルがおこなったように豊かな事
例を正義の全体構造に位置づけつつ、ことがらの特性に対応させて個別具
体的に考えることが大切である。
　なお、本稿の以上の議論に対しては、「批判するばかりでなく、対案、
すなわち自分自身の正義原理を出せ」の意見もありえよう。そうした批判
は、筆者の示した（ 3 要素から成る）全体構造をも支配しうる「正義原理」
があると考えるところから来るのだが、そうした考えは、正義の全体構造
がまだよくわきまえられていないところに由来するものである。
